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　　今年はヒトラー内閣成立 90 周年ですが、ナチズム体制の成立過

程を卒論以来、研究してきました。その際、通商政策を事例に追究し

てきました。その後、重要な貿易品が満洲大豆だったことがわかり、

ドイツと「満洲国」間の通商関係を研究するようになりました。その

結果行き着いたのが阿片です。それは或る史料を偶然発見したことに

よります。第二次大戦中ドイツは満洲大豆に代わって阿片を輸入して

いました。さらに阿片以外の麻薬をドイツは「満洲国」以外の東アジ

アと取引していた事実が判明しました。この知的軌跡を私は「わらし

べ長者」史観と呼んでいます。まさに麻薬研究は「麻薬」であり、こ

こでは本研究の醍醐味についてお話しします。

　どんな分野でもそうですが、 「人文社会

系」、 もっと大きく 「文系」 としてくくられる

学問の中にも、多様な方法と目標 ・ 関心を

持つさまざまな研究領域が広がってい

ます。 しかし、 それぞれの研究領域は、

初めから現在の形で個別に独立して存在

していたものではありませんでした。 そこに

は少なからず、人々の知的好奇心に導か

れながらも、 時代の移ろいや、それにとも

なう社会の要求にも応答して分化してきた

経緯があります。

　本シリーズではいま一度、それぞれの領域

の 「出来（いでき）はじめ」 を紐解きつつ、

現在の学問が時代や社会に何を要求されて

いるのか、そして何ができるのかを考えます。

人社系の知の意味と意義を問いなおすことを

通じて、 協働研究の 「コモンズ」 醸成を

目指します。

ハイブリッド開催

熊野 直樹

オムニバスセッション

参加申込

下記サイトへアクセスの上、事前登録をお願いします。 zoomで

ご参加の方には折り返しアドレスとパスワードをご連絡いたします。

https://commons.kyushu-u.ac.jp/collaborative/events/event_17.html ▶

会場 …E-C-203 / Zoom（ハイブリッド開催）
2/282023 15:00～［火］第 6回


